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１．第 60 回大会から適用している変更点              

（１）オープン参加の導入について 

 

大会要綱 第 6 条．参加者及び出場資格 

 

変更箇所／参加枠の拡大 

 

（２）令和７年４月１日現在、６歳以上１２歳以下の者を「オープン参加」として認める。 

 

  

  ①申込方法・手順は現行通り福祉地区単位とする（在市町村福祉課が窓口）。 

 

  ②申込できる種目は、大会要綱 第９条（４）イ． に記載のとおりとする。 

 

  ③競技結果は記録するが、順位付けは無い。（参加賞を授与） 

 

  ④障害区分の【区分番号】は設けていない。 

 

  ⑤申込書の入力手順は下記図を参照。 

 

 

   

 

 

  

① 

② 
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（２）団体対抗競技 選出人数と障害種別の変更について 

 

団体対抗競技実施要領 第３条  

 

《福祉地区部門》 

 

比較表 

第 59 回まで 第 60 回から 

上肢 ３名 上肢・下肢 

（上肢 3 名でも可） 
３名 

下肢 ５名 

視覚 １名 視覚・聴覚 

（視覚２名でも可） 
２名 

聴覚 １名 

- - 全障害（知的・精神含む） ３名 

フライングディスク競技 

（上肢・下肢・視覚・聴覚・内部）  
２名 

フライングディスク競技 

（上肢・下肢・視覚・聴覚・内部）  
１名 

障害別リレー ４名 障害別リレー ４名 

合計 １６名 合計 １３名 

 

 

《施設部門》 

 

第 59 回まで                 第 60 回から 

上肢・下肢・視覚・聴覚・内部 ６名      全障害（知的・精神含む） ６名 

 

 

※オープン参加の選手は団体対抗競技の対象外とする。 

 ただし、障害別リレーのメンバー（車いす・聴覚・視覚・肢体）に含むことは 

できる。 
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２．参加申込について                    

１ 申込の流れ 

 各福祉事務所、施設の団体単位で取りまとめ、各団体担当者より本協会へ申し込む。 

 

 

 

 

 

 

※ 参加希望者個人から直接、大会事務局へ申し込みを行うことは不可。 

※ 大会事務局へ電話等連絡があった場合は市町村担当者を紹介。 

 

２ 申込期限 

（１）令和７年７月１１日（金） 

（２）提出先メールアドレス：jimukyok19＠okisin.jp（伊敷） 

 

（３）申込書はメールでのみ受付。（エクセルデータで提出すること） 

FAX や郵送、電話での申し込みは不可。 

 

※申込の内容はナンバーカード（ゼッケン）に反映される※ 

大会要綱 第１４条．番号布 

 

≪例≫視覚障害と聴覚障害のある選手が、「視覚障害の区分」で競技出場する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的に 胸と背中 に着用 

  

参加希望者 

大会要綱第 6 条 

福祉事務所 

障害者支援施設 

大会事務局 

（沖身協） 
町村福祉課 

第６１回沖縄県身体障害者スポーツ大会 

９８７６５ 
〇〇福祉地区 

視覚 
緑 

聴覚 
黄 
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３ 申込方法 

（１）申込用紙をダウンロード 

 

①インターネットにて「沖縄県身体障害者福祉協会」のホームページを開く 

 

②新着情報から「第 61 回沖縄県身体障害者スポーツ大会」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ セキュリティの関係でダウンロードできない、等の場合はメールにて提供可 

※ 前回大会までの様式は受付不可、必ず今年の様式を使用すること 

※ 「参加申込書の記入例」、「申込における注意事項」もあわせて確認すること 

 

（２）各項目漏れ・間違い等が無いよう入力し、メール送付 

◆障害区分・補装具使用等の欄は特に確認を行いながら入力してください。 

稀に、申込内容と本人の状況が異なる旨、連絡を受ける場合があります。 

 

（３）事務局から受付確認のメールが届いて完了 

◆返信がない場合は電話で問い合わせください。 

◆入力内容に不明点等ある場合はお知らせします。 
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３．団体対抗競技について 団体対抗競技実施要領 第３条         

 

１ 個人競技の順位に伴い点数が加算され、福祉地区部門・施設部門ともに 

総合得点の上位３位選手団を表彰する。（賞状・賞品） 

 

第 60 回大会 

＜福祉地区部門＞ 

優 勝 八重山地区（135 点） 

準優勝 南部地区（129 点） 

３ 位 うるま市地区（115 点） 

＜施設部門＞ 

優 勝 ソフィア・更生ソフィア（72 点） 

準優勝 沖縄コロニー（68 点） 

３ 位 沖縄中央療護園（65 点） 

 

 

２ 配点 

 

 

 

 

３ 参加方法 

申込書記入例に従って記載すること。 

 

 

４ 障害別リレーについて 

（１）使用する車いすは日常用とする。 

 

（２）組み分けに関わらず全参加団体の 

上位３チームを表彰とする。 

（施設部門は実施しない。） 

 

（３）同障害であれば選手の変更、当日可。 

ナンバーカードは番号ではなく 

障害別を記載する。 

 

（４）走順は以下のとおりとする。 

  第１走者：肢体障害（上肢、下肢問わない） 

第２走者：視覚障害（アイマスク不要、伴走 OK） 

第３走者：聴覚障害 

第４走者：車いす使用 
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４．競技日程・種目等について                  

（１）アーチェリー競技 

開催日・会場 令和７年 8 月１０日（日）沖縄県立鏡が丘特別支援学校 

実施種目 
50ｍ・30ｍラウンド、30ｍダブルラウンド、20ｍダブルラウンド（※） 

15ｍダブルラウンド（※）、10ｍダブルラウンド（※） 

障害種別 肢体不自由・聴覚障害・内部障害 

オープン種目 なし 

当日の流れ 

（予定） 

受付 9：30 （1）お昼休憩なし／昼食斡旋なし 

 ※第 1 ラウンドと第 2 ラウンドの間に 

  20 分程度の休憩を設ける 

 

（2）選手全員一斉に競技開始、終了 

 

（3）ナンバーカード、プログラムは 

当日受付時に配布 

開会式 10：00 

競技開始 10：30 

競技終了 13：00 

閉会式 13：30 

日程終了 14：00 

表彰 男女別、障害区分別で各種目上位３位までを閉会式で表彰する 

注意事項等 

（1）安全管理の観点から、競技未経験者の参加は NG 

（練習希望者がいた場合は一度ご連絡ください） 

 

（2）競技に使用する弓具や矢は各自で用意すること 

 

  

（※）は、県大会独自の種目 
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（２）フライングディスク競技 

開催日・会場 令和７年８月２３日（土）沖縄市陸上競技場（コザ運動公園） 

実施種目 

1：ディスタンス  ①スタンディング（立位） 

②シッティング（座位） 

2：アキュラシー  ①ディスリート・スリー（3ｍ）（※） 

         ②ディスリート・ファイブ（5ｍ） 

         ③ディスリート・セブン（7ｍ） 

障害種別 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害・内部障害・知的障害 

オープン種目 
あり：アキュラシー ①ディスリート・スリー（3ｍ）（※） 

          ②ディスリート・ファイブ（5ｍ） 

当日の流れ 受付 9：00 （1）お昼休憩あり／斡旋予定 

（2）10：00 ディスタンス開始 

13：30 アキュラシー開始 

12：00～13：00 

レイアウト変更・昼食休憩 

 

（3）ナンバーカード、プログラムは 

  当日受付時に配布 

開会式 9：30 

競技開始 10：00 

競技終了 15：30 

閉会式 15：50 

日程終了 16：00 

表彰 各組上位３位までを所定のエリアにて表彰する（各組競技終了随時） 

注意事項等 

（1）ディスタンス、アキュラシーそれぞれ１種目ずつ申込できる 

 

（2）アキュラシー3ｍは、身体機能的に 5ｍを投げることが難しい 

選手のみを対象とする  

 

（3）屋内走路や軒下などを参加団体控え場所として開放する予定 

 

（4）9：00 の受付は「プログラム・ナンバーカード配布」のみと 

するため、団体担当１名にて行うこと 

※町村が複数ある福祉地区は、団体内で調整してください 

 

（5）棄権申出は開会式終了後、各競技サイトの受付・招集所にて 

確認する（9：00 の段階では受け付けない） 

※各組の招集時間に遅れた場合は棄権したものとみなす 

 

★競技エリアは選手以外立ち入り禁止のため、盲ろう介助等、進入を 

希望する場合はビブスを着用する（受付で配布） 

※申込書備考欄に「介助」と記載すること、事前申請のみとする 

 

（※）は、県大会独自の種目 
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（３）卓球競技 

開催日・会場 令和７年 9 月１３日（土）豊見城市民体育館 

実施種目 一般卓球、サウンドテーブルテニス（STT） 

障害種別 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害・知的障害・精神障害 

オープン種目 あり：一般卓球 

当日の流れ 受付 9：30 （1）お昼休憩あり／斡旋予定 

  12：00-12：50 一斉昼休憩予定 

 

（2）ナンバーカード、プログラムは 

  当日受付時に配布 

 

（3）これまで種目ごとに実施していた 

表彰・閉会式は合同で行う 

開会式 10：00 

競技開始 10：45 

競技終了 14：00 

閉会式 14：30 

日程終了 15：00 

表彰 
男女別、障害区分別、年齢区分別で各種目上位３位までを閉会式で 

表彰する 

注意事項等 

（1）用具類は各自で用意すること 

・体育館シューズ・ラケット・アイマスクやアイシェード（STT） 

 

（2）アリーナ内は基本的に飲食禁止。 

ペットボトルの水滴等もすぐ拭き取るよう会場から指示あり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アイマスクチェック 

STT 

一般卓球 
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（４）水泳競技 

開催日・会場 令和７年９月 2７日（土）奥武山公園水泳プール 

実施種目 自由形、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ（各 25ｍ、50ｍ） 

障害種別 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害・知的障害 

オープン種目 あり：各種目 25ｍ 

当日の流れ 

（予定） 
受付 9：00 （1）お昼休憩なし／昼食斡旋なし 

 

（2）多目的更衣室にて異性介助可 

 

（3）9：00～入水タイム 

9：30～公式スタート合図練習 

 

（4）ナンバーカードなし 

  プログラムは当日受付時に配布 

開会式 10：00 

競技開始 10：20 

競技終了 11：30 

閉会式 12：00 

日程終了 12：30 

表彰 
男女別、障害区分別、年齢区分別で各種目上位３位までを閉会式で 

表彰する 

注意事項等 

（1）公園内に車両を進入させ、プール付近で選手の乗降を希望する 

場合は別途申請が必要（常駐不可）。歩行困難な本人が運転して来 

場する場合は公園と調整するので申出ること。 

※駐車場⇔プールの送迎車を今年も事務局にて用意する予定 

 

（2）水着やゴーグル・タオル等、個人で使用するものは個人で準備 

  すること 

  

水中スタート 

タッピングバー 

飛び込みスタート 
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奥武山公園第１駐車場～水泳プール 

①８時～９時３０分 ②１２時３０分～１３時３０分 

※時間は目安です。事前予約分の対応後はストップします。※ 

警備員 

乗降場所に一番近いのは 

「第１駐車場」です 

出入口 
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（５）陸上競技・本大会 

開催日・会場 令和７年 10 月 11 日（土）沖縄市陸上競技場（コザ運動公園） 

実施種目 

【競走競技】スラローム、５０ｍ、１００ｍ、２００ｍ、 

４００ｍ、８００ｍ、１５００ｍ、 

障害別４×１００ｍリレー（※） 

【投擲競技】砲丸投、ソフトボール投、ジャベリックスロー、 

ビーンバッグ投 

【跳躍競技】走高跳・立幅跳・走幅跳 

障害種別 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害・内部障害・知的障害 

オープン種目 あり：競走 スラローム、50ｍ、障害別 4×100ｍリレー（※） 

当日の流れ 受付 8：30 （1）お昼休憩あり／斡旋なし 

  ※宮古・八重山のみ対応予定 

 

（2）ナンバーカード、プログラムは 

  9 月事務担当者説明会にて配布 

開会式 9：15 

競技開始 10：20 

競技終了 15：10 

閉会式 15：35 

日程終了 15：50 

表彰 

●男女別、障害区分別、年齢区分別で各種目上位３位までを所定の 

エリアにて表彰する 

●障害別リレーと団体対抗競技の上位３位は閉会式で表彰する 

注意事項 

（1）個人種目と障害別リレーに出場することができる 

 

（2）9 月 30 日予定の事務担当者説明会にてナンバーカード・ 

プログラムを配布するため、大会当日の受付は、ナンバー 

カード紛失の対応のみとする 

 

（4）選手の競技棄権は、開会式終了後、競技の受付・招集所にて 

確認する（8：30 の段階では受け付けない） 

 

（5）参加団体控えテントや荷物の搬入・設営日は前日に行う 

 

（6）参加団体の控え場所は事務局にて指定する 

 

（7）個人で使用する用具は各自で用意すること 

・アイマスクやアイシェード（障害区分 24 の選手） 

 

（※）は、県大会独自の種目 
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参考 

スラローム 伴走 

50ｍ音 跳躍 

ジャベリックスロー ビーンバッグ投 
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５．競技規則について                      

 

大会要綱第 8 条、第 9 条、第 10 条 

 

１ 競技規則 

適用する競技規則は、開催年度全国障害者スポーツ大会競技規則及び別に 

定める競技別実施要領（一部県大会特別規定）によるものとする。 

 

２ 競技・種目及び障害・年齢区分 

（１）競技・種目及び障害区分は、開催年度全国障害者スポーツ大会競技規則 

第２条２＜別表１＞「全国障害者スポーツ大会競技・種目」に準ずる。 

 

（２）開催年度全国障害者スポーツ大会競技規則第２条３に定める年齢区分の 

基準日は、令和６年４月１日とする。 

 

（３）個人競技は、アーチェリー、フライングディスク競技を除き、年齢を 

１部〈３９歳以下〉、２部〈４０歳以上〉に分けて競技する。 

 

３ 競技運営 

（１）各競技における運営事項は、競技別実施要領に定める。 

 

（２）出場選手が少ない競技・種目は、異なる障害区分または他の年齢区分の選手 

が同時に競技を行うことがある。この場合、順位の決定及び表彰は障害区分 

及び年齢区分別に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 実際の決着に関わらず、 

障害区分番号 16・年齢区分 1 1 位 島袋さん 

障害区分番号 16・年齢区分 2 1 位 儀保さん 

障害区分番号 23・年齢区分 2 1 位 濱元さん 

   3 名とも金メダルが授与される。 

   ※陸上競技の一部では、複数の障害区分を一つの区分として決定するものもある。 
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６．荒天時の取り扱いについて                  

 

「沖縄県の障害者スポーツ大会等災害発生時取扱要領」から抜粋 

 

 

(意思決定の時期等) 

第 6 条 委員会は、前条第 1 項第 3 号にかかる意思決定について、原則として、次の各

号のとおり行うものとし、決定内容に関する選手・役員、関係機関への周知は、受託者

を通して行うものとする。 

 

 

(1) 大会等開催日前に災害等が発生するおそれがあると判断した場合 

意思決定時期:開催日の 2 日前(又は前日)までに 

 

 

(2) 大会等開催当日に災害等が発生するおそれがあると判断した場合 

意思決定時期:開催当日(午前 8 時) 

 

 

(3) 大会等開催中に災害等が発生した場合 

意思決定時期: 開催中(随時) 
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７．その他                            

 

1 大会当日の練習について 

 

日程上、主催者側による練習時間の設定はしません。 

（水泳競技のみ、安全管理の観点から入水時間を設けます。） 

 

大会当日を迎えるまでに練習会を設けることを推奨します。なお、大会参加にあたっ

ては出場する種目のルールを理解したうえで参加してください。 

 

２ 介助者・手話通訳・要約筆記について 

 主催での情報保障は、開閉会式・受付等の運営に関することのみとします。 

個々の介助・通訳が必要な場合は、各団体でご配慮ください。 

 

３ 本大会には団旗を用意してください。 

陸上競技・本大会の式典整列や選手宣誓の際に使用します。 

 

４ 知的・精神障害者、１２歳以下の参加について 

平成２８年度頃から知的障害者、令和 1 年度から精神障害者の卓球への参加を 

認めている。 

  

申込状況 知的障害者 

（陸上・水泳・ＦＤ） 

精神障害者 

（卓球） 

平成２８年度 2016 年 第 52 回 6 名 - 

平成２９年度 2017 年 第 53 回 9 名 - 

平成３０年度 2018 年 第 54 回 28 名 - 

令和 1 年度 2019 年 第 55 回 36 名 8 名 

令和 2 年度 2020 年 第 56 回 31 名 10 名 

令和 3 年度 2021 年 第 57 回 17 名 5 名 

令和 4 年度 2022 年 第 58 回 29 名 4 名 

令和５年度 2023 年 第 59 回 36 名 9 名 

令和６年度 2024 年 第 60 回 44 名 7 名 

 

※令和 2 年度→大会中止、令和 3 年度→代替競技会として実施 
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８．よくある問い合わせ・過去の質疑応答              

質問 1 出場できる競技は、１人１つまでですか？ 

回答 1 最多５競技に出場することができます。ただし１競技につき１種目となります。 

※フライングディスクは両種目（アキュラシー・ディスタンス）から１つずつ、 

陸上は個人種目と障害別リレーに出場することができます。 

 

質問 2 精神障害の方が参加できる競技は何ですか。 

回答 2 現在、卓球競技のみです。他競技では例えば、アーチェリーの参加区分に視覚障害は

ありません。別表１「全国障害者スポーツ大会競技・種目」を参照ください。 

 

質問 3 大会資料の別表１（障害区分表）の◎の意味はなんですか？ 

回答 3 陸上の場合、男女別・年齢区分別で競技を行うということを意味します。区分表の上

にそれぞれ記載されていますので、参考にしてください。 

なお、記号の記載がない区分種目への参加は不可です。 

 

質問 4 障害が重複している選手はどちらの障害で申し込んだらいいでしょうか？ 

回答 4 対等に競技できる区分で申し込みしてください。 

申込書の「重複障害欄」にもう一方の障害別を記載してください。 

 

質問 5 市町村身協会員ではない方から申込みの連絡がありましたが、参加は出来ますか？ 

回答 5 大会要綱第６条に記載しているとおり、県内居住で障害者手帳の交付を受けた者が条

件となるため、市町村身協の会員でなくても参加できます。福祉事務所や町村福祉課

等を通じて申し込みするよう伝えてください。 

 

質問 6 申込締切後の選手変更や辞退はどうしたらいいですか？ 

回答 6 基本的に締切後の種目変更等は不可となります。 

なお、確実な辞退であれば問題ありませんが、稀に、辞退連絡がありつつも当日会場

に来られた選手がいて（競技編成前だったためプログラムに氏名なし）現場が混乱し

たこともあります。出来る限り、団体担当者にて競技日、受付へ申し出てください。 

 

質問 7 当日会場に行けない場合（引率の役員等もいない場合）どうしたら良いでしょうか。 

回答 7 競技の招集時間に不在の場合は棄権とみなします。選手団ごと参加できなくなったと

きは事務局に連絡ください。 

 

質問 8 障害別リレーについても選手変更は不可ですか？ 

回答 8 同じ障害であれば当日変更ＯＫです。男女別や年齢などは問いません。当日の競走競

技受付に申し出れば対応可です。ナンバーカードも番号ではなく、リレー用の仕様に

なっています。※ナンバーカードは事前に団体担当者へ配布するため、大会当日まで

担当者が保管していた方が確実です。 
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質問 9 陸上競技で視覚障害区分２４の選手が障害別リレーに出場する場合、アイマスクの 

着用は必要ですか？ 

回答 9 県大会特別種目のため、着用は不要とします。 

 

質問 10 諸事情により開会式には間に合わないのですが競技に参加することはできますか。 

回答 10 競技の招集時間に間に合えば参加できます。が、招集時間内で受付したとしても、そ

の後にお手洗いや着替え等の準備となると競技進行に影響が及ぶ可能性があるので、

余裕を持って到着できるようご協力ください。 

 

質問 11 団体対抗競技の加点対象競技種目については、陸上競技のみが対象になりますか？ 

回答 11 全競技を対象としています。 

 

質問 12 団体対抗競技について、同じ選手が例えばフライングディスクと水泳に出る場合、 

その２競技を対象としても問題はないですか？ 

回答 12 特に規程はないので、問題ありません。 

 

質問 13 競技者の服装について、指定はありますか？ 

回答 13 指定はありませんが、出場する競技にふさわしい服装・靴等で参加してください。公

認の服装でなくても OK です。（安全管理の観点からスリッパや裸足は不可） 

 

質問 14 卓球競技に申込しましたが、ラケットの貸し出しはありますか？ 

回答 14 ありません。卓球競技に限らず用具の貸し出しは行わないので、個人の競技用具は各

自で準備してください。（会場で貸出（有料）している場合もありますが） 

 

質問 15 陸上の競走競技で使用する車いすの種類について、競技用車いすを使用しないといけ

ないのでしょうか？ 

回答 15 全国大会の規則によると、800ｍ以上に出場する場合は、競技用車いす（レーサー）

を使用しなければならないとありますが、県大会では参加 

状況等を考慮し、日常用でも参加可能としています。 

なお、50ｍ走、障害別リレーは日常用に統一します。競技中、どの種類を使用するか

は申込書の「補装具欄」に記載してください。 

 

質問 16 陸上の競走競技で、杖や歩行器の使用はできますか？ 

回答 16 杖・歩行器は自力歩行を補うための補装具であるため大会規則で走運動（助走含む）

での使用は禁止されています。 

 

質問 17 普段杖を使って歩行する方が、競技時に車いすやイスに座って参加することはできま

すか。 

回答 17 できます。競技時における姿勢・補装具で申し込みしてください。 

当日変更はできないのでご注意ください。 
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